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椎葉村内小学校（椎葉小、尾向小、松
尾小、不土野小、大河内小）６年生１５
名は、令和５年１０月１１日（水）～１
３日（金）２泊３日の日程で、長崎・熊
本方面を目的地として、修学旅行に行き
ました。体調が悪くて休む児童は一人も
いませんでした。６年生全員が修学旅行
に元気で参加できたことが何よりも嬉し
かったです。
【３日間の見学場所等】
〇 １１日（水）

長崎平和公園、爆心地公園
原爆資料館

〇 １２日（木）
長崎市内班別自主研修
万田抗ステーション

〇 １３日（金）
三井グリーンランド

昭和２０年８月９日、午前１１時２分。
美しい長崎のまちが、原子爆弾で一瞬に
して消えてしまいました。
この地を訪れて、子どもたちは何を考

え、学んだのでしょうか。
原子爆弾のせいで、何も罪のない人た

村を見つめる修学旅行
ちが一瞬にしてたくさん亡くなってしま
いました。これから先「戦争は絶対にし
てはいけない」「平和が一番だ」と感じて
くれたのではないかと信じています。
今もなお、世界では紛争が絶えません。

未来を生きる子どもたちのために、何が
できるのか、一緒に考えなくてはなりま
せん。
さて、下の２枚の写真は、長崎市内班

別自主研修の様子です。

歴史文化博物館を出発し、道に迷いな
がら、班で決めた見学地を巡り、オラン
ダ物産館のゴールを目指して頑張りまし
た。この班別自主研修について、嬉しい
ニュースが、１２日の午前中、長崎より
届きました。次のような内容です。

長崎の方から椎葉小学校にお電話があり
ました。その方は、椎葉村内小学校の６年
生から道を尋ねられたので教えたところ、
そのお礼として、椎葉村のパンフレットを
もらったようです。その方は昔、椎葉に訪
れたことがあるらしく、子どもたちの礼儀
正しさと懐かしさで胸がいっぱいになり、
お電話してくださったようでした。

早速、引率している校長先生と各小学
校の校長先生に連絡をし、椎葉村内小学
校６年生の素晴らしさを共有しました。
子どもたちは、この修学旅行をとおし

て、修学旅行の目的の一つである、『村外
から椎葉を見つめ、郷土に対する理解と
愛情を深めるとともに、家族への感謝の
気持ちをもつ」を達成できたのではない
でしょうか？このような貴重な体験をさ
せてくださった保護者の皆様、村教育委
員会の皆様、そして引率してくださった
先生方、改めて感謝申し上げます。

１５日は村内一斉清掃でした。学校周辺
もきれいにしていただきありがとうござい
ました。「まつぼり風」のことを聞きまし
た。いよいよ寒くなるのでしょうか。


